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愛知工業大学研究報告第47号平成24年， Vol.47， Mar. 2012 
果，機能が最小限に押さえられ，より簡単な操作が可能
になった.ワンタッチで要求が伝えられる簡便さは，他
のコミュニケーションアプリには見られない利点であ
る.デザインと携帯情報端末のテクノロジーの融合が
コミュニケーションのバリアフリー化を可能にすると
基本概念のもとで，デザインをサポートするテクノロ
ジー，テクノロジーを活かすデザインの実現を目指し、
実際に達成してきている.
最後に第6章で，これらの研究から得られた結果をま
とめ、今後の展望を含め考察を行っている.
このように、鳥居一平君の論文「情報の観測、可視化
および情報処理端末への応用に関する研究」は、コンピ
ュータ@グラフィクス(CG)を活用し，データが持つ特性
を視覚的表現によって伝える可視化技術
(Visualization Technology)について、幅広い分野で
の活用を提示するとともに、その具体的応用についての
研究を行った結果をまとめたものであり、実用を前提と
した独創性に富むとともに、学術上、産業応用上寄与す
る様々な内容を含んでいる。以上を鑑みて、本研究は高
い水準の優れた論文で、あると評価することができ、本論
文の著者鳥居一平君は博士(経営情報科学)の学位を受
けるに十分な資格を有するものと判断される。
(受理平成24年2月27日)
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